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かわら版では順次、長尾町 7地区を紹介していきます。

北神区役所 長尾出張所

昭和 30 年(1955) に神戸市と合併し兵庫区長尾町となり、それまでの長尾村役場は兵庫

区役所長尾出張所となる。昭和 39年(1964) に今の出張所となる建物に建替え。

その後、分区等により現在の「北神区役所 長尾出張所」と改称されて現在に至る。

多聞寺

草創は 7 世紀の中頃、インドの僧法道仙人よって建立された長光寺にはじまると言い伝え

られている。その寺に祀られていたのが毘沙門天立像や吉祥天女立像とのこと。現在の多

聞寺の地に明治27 年(1894) に一寺を建立。明治 28 年(1895) に寺号を蓮台寺から多聞寺

に改称。明治 29 年(1896) に上棟式並びに入仏供養をする。

現在の多聞寺には国指定重要文化財として、毘沙門天立像、吉祥天女立像、地蔵菩薩

立像が収蔵されている。

毎年 1月 13 日には毘沙門講が営まわれて、多くの参拝人で賑わっている。

兵庫六甲農業協同組合 北神長尾支店

昭和 40 年(1965) に県道沿いの土地に建設。平成 3 年(1991) に現在支店が有る土地に

移設。昭和41年(1966) に農協合併（長尾・大沢・道場・八多・他）し、それまでの農業会から

改まり神戸市北農業協同組合長尾支所となる。

その後、日本経済の著しい変化や、農業の世界的事情に対応する為に大型合併し、名称

もそれに合わせ「兵庫六甲農業協同組合 北神長尾支店」と変更。

有井地区の昔（約60年昔の昭和35年(1960) 頃）

村役場、農協、農業倉庫、駐在所、自転車屋、散髪屋、煙草･酒屋、米穀肥料商、食料日用品店、製材所

などが立ち並び、「長尾町の銀座」と言われるほど町の中心として活気づいていました。

有井地区の今

商店が時代の流れと共にその姿を消していきましたが、今でも公共施設である北神区役所長尾出張所、

兵庫六甲農業協同組合北神長尾支店が有り、長尾町民はもちろんのこと、隣接する町の人々も訪れて利用

されています。

また 60 年前にはなかった㈱サンキョー、菱三工業㈱、日本鉄盤㈱などの工場も進出してきて働く場として

の役割も担っています。

よって今でも有井地区は長尾町の活気有る地域であると言えます。

有井地区の復活

今から 35 年前の昭和 60 年(1985) 頃は有井地区に強者が多く、綱引き等の力技で町民運動会を連覇し

ていました。それからしばらく優勝から遠ざかっていましたが、昨年、一昨年と再び連覇しました。

最近の優勝は力技ではなく、若者のスピードと年配者のテクニックが協力してつかみ取ったものです。若い

人が活気づく地域として再生しつつあることを実感させる嬉しい出来事です。

有井地区自治会長 前 勝弘

【発行：長尾町自治会】

住 所：長尾町宅原 319-2

連絡先：長尾出張所

(電話)078-986-2581
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＝子供マスクを手作り＝

きちんと

マスク

しっかり

手洗い

婦人会コーナー

＊クラスター
集団感染 [cluster ブドウなどの房、群れ、集団]

＊トリアージ

治療優先順位 [triage 優先順位づけ]

＊アラート

警戒警報 [alert 警戒態勢、警告、警報]

＊パンデミック

世界的流行 [pandemic 全国（世界）的流行]

＊オーバーシュート

感染爆発 [overshoot 超過、(予算の)使い過ぎ]

＊ロックダウン

都市封鎖 [lockdown 厳重な監禁、建物の完全封鎖]

＊ソーシアル・ディスタンス

人と人との距離 [social distance 社会的距離（親近度）]

新型コロナウィルスの感染拡大が心配され、マスクが

なかなか手に入らない 4 月中旬、神戸市婦人団体協議

会から子供たちに手作りマスクを送りましょうとの呼びか

けがありました。

そこで、長尾婦人会も会員に呼びかけ、75 枚のマスク

を手作りしました。「みんなで頑張ろう」とのメッセージをの

せて長尾学童保育コーナーに送りました。

マスクをした子供たちの写真や感謝の言葉に私たちも

喜ばせて頂きました。

新型コロナウイルス感染症について

新型コロナウイルスの感染防止対策の為、この春以降、自治会、

ふれまち協議会そのほか各種団体の行事が大きく制限されていま

す。とりわけ福祉センターでの「ふれあい昼食会」や「茶話会」が休

止になっているのは、楽しみにされている高齢者のみなさんには

お気の毒です。

一時期に比べ急激な感染拡大は収まったようですが、これで収束に向かっているわけではなく、今後も

第 2 波・第 3 波の発生が予想されます。久元市長が広報紙で述べておられるように、このウイルスはこれか

らもずっと私たちの近くに居続けるだろうということを認識しないといけないようです。

そのためには今後とも「自分が感染しない」「他人に感染させない」ための新しい生活様式を心がける必

要があります。

● こまめな手洗い・手指消毒 ●咳エチケットの徹底 ●身体的距離（2m）の確保

● こまめな換気 ● 3密（密閉、密集、密接）の回避 ● 毎朝の体温測定、健康チェック

ワクチンの開発と治療法が確立され、本当の終息になるまでみんなで責任ある行動をとりましょう。

今からは暑い季節がやって来ます。この時期の感染防止マスク着用も悩ましいですが、水分も十分にとっ

て熱中症対策にも気をつけましょう。
自治会長 大江重治

① 登下校時には、マスクの着用はしない
（十分な 距離を保つ）

② ２歳未満のこどもは、マスクを着用しない

③ マスクをはずす時間を増やす

（人と２ｍ以上保つ）

④ マスク着用時の注意

・強い負荷のかかる作業・運動を控える
・こまめに水分補給を心掛ける、など

⑤ 暑さに慣れるまで、うっすら汗をかく

（暑熱順化）

⑥ エアコンをつけても、時々換気

（３０分に一回、数分程度）

コロナ対策と熱中症予防
（神戸市熱中症予防対応方針より抜粋）

ご存じですか？ 新型コロナのカタカナ英語
[ ]内は、辞書の説明
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経営者の植田勝也さんが下上津でいちご農家を始められて、15 年になります。毎年 1 月から６月中旬の

イチゴ狩りの時期には他府県からの来園者も多く、合わせて数千人がいちご狩りを楽しまれます。しかし今

年はコロナの影響で来園がほとんどありません。

植田さんは千葉県のいちご農園で修業した後、祖母の農地がある下上津でいちご農園を始め、当初 15ａ

の農園が現在約 30ａに拡大しています。主な品種は、「章姫」と「やよいひめ」で、「本当においしい」と消費

者から高い評価を得ています。道の脇に販売所があり、1パック 690円で販売しています。ランプが点滅して

いる時は購入が可能です。ぜひ立ち寄ってください。

＝コロナに負けず、がんばっています。＝

令和元年度 長尾町自治会会計収支報告
【支出の部】 （単位 円）

科 目 金 額 備 考

（平成 31.4.1～令和 2年 3.31） 総 務 費 725,408

会議費 53,642

収 入 総 額 5,192,169円 旅費交通費 20,000

支 出 総 額 3,332,359円 消耗品費 8,044

差 し 引 き 1,859,810円 次年度繰越金 印刷費 276,828 かわら版印刷費

負担金 55,000 連合自治会費他

慶弔費 10,000

【収入の部】 （単位 円） 雑費 41,124 電気代含む

科 目 金 額 備 考 渉外費 260,770

前年度繰越金 1,597,838 事 業 費 1,962,087

分 担 金 2,000,000 7 地区分担金 敬老祝費 203,448

事 業 収 入 1,485,920 成人祝費 24,000

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 14,400 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 99,709

町民運動会 408,000 町民運動会 586,943

町民ゴルフ大会 623,520 町民ゴルフ大会 510,704

新春の集い 340,000 新春の集い 327,283

河川・道路清掃 100,000 神戸市助成金 河川・道路清掃 210,000 7 地区助成金

雑 収 入 108,411 ゴルフ協会他 団体助成金 644,864

収 入 合 計 5,192,169 消防団長尾支団 250,000

防犯協会 80,864

保護司会 34,000

民生委員 30,000

婦人会 120,000

福寿会 120,000

身障者会 10,000

支 出 合 計 3,332,359

いちご狩り農園「ニコファームうえだ」
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3 年前から始めた「健康ウォーキング」を令和 2 年度も継続いたします。

4 月は新型コロナウイルス感染者の増加により、緊急事態宣言が発令されたことを踏まえ中止しましたが、

5 月 21 日に宣言が解除されたことを受け、5 月 23 日に今年度最初の健康ウォーキングを実施致しました。

今回は上上津地区が担当で、熊野神社からイオンモール神戸北、奥の小谷公園、めんたいパークを経て

熊野神社に戻るコースでした。距離は 6km 程度ですが、天候が良く日差しが強かったこととアップダウンのあ

るコースであったため多少ハードでしたが、25 名の参加者の方々と共に田植え真っ最中の田園風景を楽し

みながら約 3時間かけて歩きました。

健康ウォーキングは、参加自由で事前申し

込みは不要です。

偶数月は第 4金曜日、奇数月は第 4土曜

日（7 月は熱中症防止のため中止）で、熊野

神社西駐車場を 9時に出発します。健康寿

命延伸のため、多数の皆様の参加をお待ち

しております。詳細は各地区長さんにお問い

合わせください。

おくやみ

岩谷地区の採田芳博(さいたよしひろ)氏が4月1日、神戸市北消防団長に、

そして 6 月 11 日、神戸市消防協会長に就任されました。

北消防団長尾支団長との兼務で、神戸市の消防・防災を担う 10 消防団

のリーダーとして活躍されます。

消防協会会長 挨拶

http ://www.kobe-syobokyoka i .org/ka icho/index

〈上上津〉一星 正雄さん [満 95 才] R2.4.11

〈下宅原〉今北政治朗さん [満 96 才] R2.4.16

〈下宅原〉上元 登さん [満 86 才] R2.4.18

〈豊 浦〉谷口幸太郎さん [満 84 才] R2.5.26

長尾幼稚園敷地に当時のPTAが埋設したタイムカプセルの開封式を今年の8月に予定していました。しか

し、ご多分に漏れず新型コロナウィルスの感染対応の影響から、誠に残念ですが当イベントを中止することに

いたしました。終息宣言など明るいニュースを待ちながら、一年後の開催を期したいと思います。

開封式を機会に、クラス会の開催などで人の繋が

りや思い出の大切さに浸っていただけたら幸甚です。

平成 12 年度長尾校園 PTA
かわら版編集室より

長尾町健康ウォーキング 5月 23日

タイムカプセル開封式が中止に

採田芳博さんが神戸市消防協会長、神戸市北消防団長に就任

4 月から町自治会、有井地区、岡地区の編集

委員が変わりました。新型コロナで各種行事が

中止になっていますが、新メンバーを迎え、新た

な視点で楽しい話題をお届けします。今年度の

編集委員は下記のとおりです。

〈自治会〉岡田 博之 〈岩 谷〉岡田 博之

〈上上津〉塩谷 長俊 〈下上津〉喜多 勝己

〈有 井〉新湯 雅之 〈豊 浦〉中村 仁美

〈 岡 〉山中久仁子 〈下宅原〉北ノ上忠廣
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